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稼
働
し
て
お
り
、
リ
ス
ロ
ン
G
4
4
の
導
入
に

よ
っ
て
U
V
2
台
体
制
と
な
っ
た
。

村
上
工
場
長
は
、「
従
来
は
、
菊
全
U
V

の
リ
ス
ロ
ン
S
4
0
に
、
薄
紙
か
ら
厚
紙
ま

で
短
納
期
も
の
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
リ
ス
ロ
ン
G
4
4
を
追
加
し
た
こ
と
で
、

リ
ス
ロ
ン
G
4
4
は
薄
紙
、
リ
ス
ロ
ン
S
4
0

は
厚
紙
と
、
仕
事
を
振
り
分
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
台
で
薄
紙
か
ら
厚
紙
ま

で
印
刷
す
る
と
爪
の
調
整
な
ど
が
必
要
で

し
た
が
、
振
り
分
け
た
こ
と
に
よ
り
生
産
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
パ
ウ
ダ
ー
レ
ス
の
た

め
、
後
加
工
に
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
早
く

な
り
、
次
工
程
の
製
本
に
ス
ム
ー
ズ
に
回
せ

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
」 

と
導
入
の
効
果

を
実
感
。
H-

U
V
印
刷
担
当
の
森
谷
課
長
代

理
は 「
P
D
C-

S
X
の
色
調
管
理
と
自
動
見

当
装
置
で
作
業
効
率
が
か
な
り
上
が
り
ま
し

た
。
油
性
と
比
べ
て
速
乾
で
あ
る
た
め
、
上

が
り
面
を
返
す
時
な
ど
作
業
時
間
を
短
縮
で

き
て
い
ま
す
」 

と
語
る
。
ま
た
、
機
械
立
ち

上
げ
か
ら
、
K-

サ
プ
ラ
イ
イ
ン
キ
を
使
用
。

「
K
O
M
O
R
I
の
イ
ン
キ
は
湿
し
水
、
エ
ッ
チ

液
の
相
性
が
良
く
、
色
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
る

印
象
で
す
。
予
備
紙
や
ヤ
レ
も
だ
い
ぶ
減
り

ま
し
た
」 

と
、
森
谷
課
長
代
理
は
高
く
評
価

し
て
い
る
。

一
方
、
ア
プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5
を
選
ん

だ
理
由
に
つ
い
て
、
村
上
工
場
長
は 「
将
来

的
に
印
刷
か
ら
後
加
工
ま
で
の
一
貫
し
た
管

理
体
制
を
築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
K
O
M
O
R
I
が
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
提
示
し
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、
ア
プ
リ
シ

ア
D
C
1
0
5
の
導
入
を
決
め
ま
し
た
」 

と
語

る
。
さ
ら
に 「
K
O
M
O
R
I
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

少
し
の
不
調
で
も
来
て
く
れ
ま
す
。
資
材
を

持
っ
て
き
た
時
に
機
械
も
見
て
く
れ
、
機
械

を
見
に
来
た
時
に
資
材
も
確
認
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
対
応
へ
の
安
心
感
も
決
め
手
の
一

つ
で
す
」 

と
続
け
る
。
現
場
の
評
価
は
、
ど

う
だ
ろ
う
か
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
課
の
狩
野
課
長

代
理
は
、「
ア
プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5
は
、
リ

ス
ロ
ン
S
4
0
と
組
み
合
わ
せ
て
ラ
イ
ン
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
以
前
の
機
械
は
、

幅
広
い
紙
厚
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ア
プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5
は
薄
紙
か
ら

E
段
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ダ
ー

の
紙
の
さ
ば
き
が
よ
く
、
2
枚
止
め
で
停
止

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
機
械
の
停
止
時

間
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
、
機
械
の
稼
働
時
間
が
増
え
ま
し
た
」。
ま

た
、
ア
プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5
の
機
長
で
あ

る
板
橋
係
長
は
、
使
い
勝
手
を
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

「
フ
ィ
ー
ダ
ー
・
打
ち
抜
き
・
ス
ト
リ
ッ
ピ

ン
グ
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
、

従
来
機
と
一
緒
で
、
導
入
時
の
操
作
の
戸
惑
い

は
少
な
か
っ
た
で
す
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
に
関
し
て

は
、
最
初
の
う
ち
は
、
2
枚
止
め
の
板
バ
ネ
の

掛
け
具
合
や
ハ
ケ
の
掛
け
具
合
、
紙
の
間
隔

調
整
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
状
態
で
す
。
デ
リ
バ
リ
ー
も
紙

が
そ
ろ
っ
て
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
ま
し
た
」

今
年
、
新
台
の
導
入
で
業
務
の
効
率
化
と

生
産
性
の
向
上
を
実
現
し
た
東
北
紙
工
。
村

上
社
長
に
今
後
の
展
開
を
尋
ね
る
と
、「
近
い

将
来
グ
ラ
ビ
ア
関
連
設
備
の
入
れ
替
え
も
検

討
中
で
、
そ
れ
に
よ
り
一
通
り
設
備
が
刷
新

さ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
K
O
M
O
R
I
に
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
省
力
化

お
よ
び
効
率
的
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
」 

と
、
ま
す
ま
す
生
産
性
を
高

め
て
い
く
構
想
だ
。

「
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
は
、
日
本
専
売
公
社

（
現
J
T
）の
包
か
用
紙
、
封
い
ん
紙
の
印
刷

か
ら
、
国
鉄（
現
J
R
）の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
B

全
ポ
ス
タ
ー
や
官
公
庁
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
全
て
K
O
M
O
R
I
機

を
使
っ
て
手
掛
け
て
き
ま
し
た
」

そ
う
語
る
の
は
、
4
代
目
と
な
る
東
北
紙

工
㈱
の
村
上
良
雄
社
長
。
昭
和
35
年
入
社
後
、

同
社
の
事
業
の
推
移
を
肌
で
感
じ
て
き
た
。

「
紙
媒
体
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
市

場
に
は
ま
だ
ま
だ
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
仕
事

の
環
境
が
変
わ
る
中
、
社
会
に
ど
の
よ
う
に

貢
献
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
大
手

製
菓
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
が
あ
っ
た
グ
ラ
ビ

ア
印
刷
が
一
番
伸
び
ま
し
た
。
地
元
・
仙
台
の

お
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
の
付
き
合
い
も
長
く
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
、
箱
の
中
に

入
れ
る
し
お
り
、
お
菓
子
を
包
む
グ
ラ
ビ
ア
の

袋
、
包
装
紙
ま
で
、
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

し
て
き
ま
し
た
。『
発
想
か
ら
発
送
』 

ま
で
を

一
貫
し
て
行
え
る
の
が
、
当
社
の
強
み
で
す
」

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
1
台
と
打
抜
機
1
台

が
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
り
、
今
年
1
月

に
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
4（
四
六
全
判

5
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）、
5
月
に
ア

プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5（
菊
全
判
寸
延
自
動
平

盤
打
抜
機
）を
導
入
し
た
。

「
今
後
の
戦
略
や
使
い
勝
手
を
考
え
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
機
種
を
選

定
し
ま
し
た
」 

と
村
上
社
長
。
仙
台
工
場
の

村
上
工
場
長
は
、「
朝
に
原
稿
が
入
り
、
夕
方

に
納
品
す
る
案
件
な
ど
も
多
く
、
U
V
対
象

と
な
る
納
期
の
仕
事
は
全
体
の
5
割
に
ま
で

達
し
て
い
ま
す
」 
と
、
U
V
対
応
機
を
切
望

し
た
。
同
社
で
は
、
す
で
に
リ
ス
ロ
ン
S
4
0

（
菊
全
判
5
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）が

東
北
紙
工
株
式
会
社

H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
4
の
追
加
で
U
V
2
台
体
制
へ
。

一
貫
体
制
へ
向
け
ア
プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5
の
導
入
で
後
加
工
を
効
率
化
。

　
1
9
1
0
年
に
創
業
し
、
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
東
北
紙
工

株
式
会
社
。
1
9
4
9
年
、
日
本
専
売
公
社
の
指
定
工
場
に
な
っ
た
こ

と
を
皮
切
り
に
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
注
力
し
、
当
初
か
ら
K
O
M
O
R
I

機
を
採
用
し
て
き
た
。
短
納
期
の
案
件
の
増
加
に
伴
い
、
U
V
に
よ
る

受
注
拡
大
の
戦
略
と
作
業
の
効
率
化
に
向
け
、
今
年
1
月
に
リ
ス
ロ
ン

G
4
4
（
四
六
全
判
5
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）
を
導
入
。
さ
ら
に
、

5
月
に
は
ア
プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5
（
菊
全
判
寸
延
自
動
平
盤
打
抜
機
）

を
導
入
し
た
。
経
緯
と
導
入
効
果
に
つ
い
て
、
村
上
良
雄
社
長
、
仙
台

工
場
の
村
上
雄
大
工
場
長
、
同
工
場
印
刷
課
の
森
谷
公
二
課
長
代
理
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
課
の
狩
野
勝
昭
課
長
代
理
、
板
橋
誠
係
長
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

村 上  良 雄 氏

「
発
想
か
ら
発
送
」
ま
で

ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

リ
ス
ロ
ン
G
4
4
の
導
入
で

2
台
の
U
V
機
を
使
い
分
け
る

薄
紙
か
ら
E
段
ま
で
幅
広
く
対
応

ア
プ
リ
シ
ア
D
C
1
0
5
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商印事業部仙台工場
パッケージ課係長
板橋 誠 氏
「エアーシステムによって、デ
リバリーの紙そろえが大きく
改善されていると感じました」

商印事業部仙台工場
印刷課課長代理
森谷 公二 氏
「油性機の半分の時間で色が
出せ、予備紙やヤレも減っ
ています」

商印事業部仙台工場
パッケージ課課長代理
狩野 勝昭 氏
「紙そろえが良い分、むしり
ミスが少なくなり、品質の
向上につながっています」

取締役商印事業部
仙台工場工場長
村上 雄大 氏
「H-UVはドライダウンもなく、
お客様の刷り出し立ち合いで
も満足いただいています」

「生産性と品質が向上し、得意先からより満足
してもらえる体制となりました」

本社 / 宮城県仙台市若林区中倉1-13-1
http://www.tohokushiko.jp/

TEL / 022-231-2141

「リスロンG44では、四六全
判ポスターや包装紙を中心
に印刷しています。2台の
UV機を適切に使い分けるこ
とで、工場内も整理整頓さ
れるようになりました」と村
上工場長。
村上社長は、アプリシア
DC105について「市場の要
求に応え、パッケージの強
化につなげていきたいです」
と期待を寄せる。




